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論 文 の 要 旨 
本研究は、ナトリウム冷却高速炉の炉停止失敗による炉心損傷事象の事故後冷却を対象とし，実機
解析が可能な「溶融燃料ジェットのクエンチ挙動」「デブリベッド冷却挙動」解析モデルを構築し、
構築したモデルを用いて感度解析を行っている。 
「溶融燃料ジェットのクエンチ挙動」解析モデル構築にあたっては、２種の実験に加え、数値解析
を行うことにより、高速炉における溶融燃料のジェットブレイクアップ挙動について検討を行い、ジ
ェットブレイクアップ長さが Epstein の相関式に従う可能性が高いことを明らかとした。「デブリベ
ッド冷却挙動」解析モデルでは、沸騰領域における基礎式において新たな手法を考案することにより、
従来に比べロバスト性の高いモデルを構築した。そして構築したモデルは実機相当試験にて検証解析
を実施し、妥当性を確認した。 
構築した解析モデルにより感度解析を行った結果、「溶融燃料ジェットのクエンチ挙動」において
はジェットブレイクアップ長さが最も重要であることが分かり、実機（射出径＝55mm）では炉心領域
底からコアキャッチャまでの距離を 3m 程度確保することで，十分にクエンチ可能であることが示唆
された。また、「デブリベッド冷却挙動」では，比較的大きな粒子径で形成されたデブリベッドでは
重力の影響が無視できず、本研究で構築したモデルの有用性が明らかとなった． 
 
 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
本研究の成果は、ナトリウム冷却高速炉において、炉心が損傷するような事故が発生した場合にお
いても、事故後冷却を確保するために必要な知見を構築したものである。本研究において作成した溶
融燃料ジェットのクエンチ挙動」「デブリベッド冷却挙動」解析モデルは，実機解析が可能で、感度
解析を行うことにより，実機設計に資する知見を得ることが出来るものであり、ナトリウム冷却高速
炉における炉心が損傷事故時の安全評価を可能とするものである、 
【最終試験の結果】 
平成２５年９月２５日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
